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                                2020 年 11 月 19 日 

江南市長  澤田 和延 様 

                         日本共産党江南市委員会 

                              東  義 喜  

日本共産党江南市議員団  

                              掛布 まち子 

                              三 輪  陽子 

 

 

2021 年度予算編成にあたっての要望書 

  

 市民福祉の向上と市政進展のために、日夜ご尽力いただき感謝申し上げます。 

 来年度予算の編成作業も、すでに大詰めを迎えていることと思います。日本共産党議員団に

寄せられた市民の要望を来年度予算に反映させ、憲法と地方自治法を守り、暮らし・福祉・教

育が充実した市政実現のために下記の項目について要望します。 

 

 

記 

 

【新型コロナ感染症対策に関すること】 

1. 第 3 波に備え尾北地域に PCR 等検査センターを作るよう県に要望すること。 

2. 医療・介護・保育等従事者に対し、定期的に PCR 等検査を実施すること。 

3. スクールサポートスタッフ、トイレ清掃員の配置を新年度も継続すること。 

4. コロナ禍で収入減の人への国民健康保険税、介護保険料について、新年度からの減免制度

をつくること。 

5. 外国人、非正規雇用の人などコロナ禍の収入減で困窮している人に対する、相談窓口を作

り支援すること。 

 

【子育てに関すること】 

1. 子どもと妊婦のインフルエンザワクチンに対する助成を早急に実施すること。 

2. 学童保育の 6 年生までの拡大にあたり、学童保育施設の拡充、指導員の確保と待遇改善を

万全にすること。学童保育料の第 2 子、第 3 子に対する減免制度を設けること。 

3. 市内で 1 園、休日保育を実施すること。 
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4. 不足している市街地における子どもの遊び場、公園の整備をすすめること。 

5. 貴重な障害児母子通園施設・わかくさ園の、老朽化した園舎の改修を急ぎ直営で存続させ

ること。 

 

【暮らし、福祉、介護、地域経済に関すること】 

1. 買い物や通院に便利な巡回バスを走らせること。特に、市内どの地域からも新図書館など

布袋駅東複合公共施設へ行くことができるよう、公共交通を確保すること。 

2. 国民健康保険への一般会計からの繰り入れ削減計画と、これ以上の国民健康保険税の値上

げを中止すること。子どもの均等割を廃止すること。 

3. 第 8 期介護保険事業計画の策定にあたり、準備基金を活用して介護保険料を引き下げ、所

得段階区分を今以上に多段階に変更し、低所得者の介護保険料を引き下げること。 

４. 介護予防・日常生活支援総合事業の実施に当たっては、要支援者に対するケアや支援が後

退することのないよう、現行の介護サービス水準を確保すること。 

5. 給食サービスは昼間独居の方など希望者全員に配食できるようにし、土日も実施すること。 

6. 熱中症対策として、低所得者世帯にエアコン設置費の補助を行うこと。 

7. 加齢性難聴者への補聴器の購入補助を行うこと。 

8. 住宅リフォーム助成制度を復活させること。 

9. 水道料金のこれ以上の値上げを行わないこと。低所得者への減免制度を設けること。 

10. 下水道料金の連続値上げ計画を見直すこと。合併浄化槽地域の住民への説明と宅内配管工

事の助成を行うこと。 

11.  中小企業振興基本条例に基づき、実効性のある支援策を講ずること。 

12.  公共施設使用料に福祉減免制度を設けること。入浴使用料については、割引回数券などを

発行すること。 

13.  布袋ふれあい会館３階競技場のエアコン使用料金の徴収を止めること。 

 

【教育に関すること】 

1. 少人数学級の実施を国に要望すること。 

2．子育て世代の経済的負担軽減のために、学校給食費の助成を行うこと。 

3. GIGA スクールのスタートにあたり、子どもたちや教員の過度負担とならないよう配慮す

ること。そのためにも、パソコン支援員の全校配置を行うこと。 

4. 学校給食センターの建て替えを早急に進めること。統廃合による大規模化、民間委託を行
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わないこと。正職調理員を採用し、現施設の調理業務の民間委託を行わないこと。 

5. 就学援助の基準を生活保護基準の 1.4 倍まで引き上げ、近隣市町並みに、PTA 会費や生徒

会費、クラブ活動費を支給対象品目に加えること。 

6. 小学校プール授業の民間スイミング活用については、子どもたちの最善の利益を優先する

立場から慎重に検討すること。 

7. 小学生の広島平和記念式典への派遣は各校２名以上とし、学校内の報告会にとどまらず、

市民に対する体験発表の機会をつくること。８月の世界平和を願うパネル展の内容を工夫

し充実させること。 

8. 教職員の多忙化解消計画を着実に実行し、早朝の部活を止めること。いじめ、不登校対策

にしっかりと取り組むこと。 

9. 新図書館の設計や運営について、市民の意見を聞き市民参加で進めること。 

 

【環境・防災対策に関すること】 

1. 傷んだ生活道路の改修をすすめ、道路や歩道にはみ出し通行の妨げとなる雑草の管理を徹

底すること。 

2. 浸水対策として、耕作放棄地などを活用した雨水調整池の整備を進めること。とくに日光

川上流部の調整池の早急な整備を県に要請すること。 

３. 資源ごみ回収ステーションを市中心部や南部地域にもつくること。ビン、カン、ペットボ

トル等の回収を、生ごみ収集ラインに乗せ、地域での立ち当番制度を廃止すること。 

4. 爆音をあげ危険なＦ35 戦闘機の試験飛行の再開に抗議すること。自衛隊員募集のための

住民基本台帳データの提供を行わないこと。 

5. 新ごみ処理施設の整備にあたり、公正な入札実施に努めること。 

 

【事業の見直し、公共施設の再配置、老朽化対策に関すること】 

1. 事業スクラップ＆ビルドの計画を進めているが、機械的なスクラップで、市民福祉を後退

させないこと。 

2. 布袋駅周辺鉄道高架化事業の工期の遅れの責任は名鉄にあり、事業費増加分の負担を名鉄

に求めること。布袋南部土地区画整理事業の名鉄負担分を繰り返し要求すること。 

3. 布袋駅周辺の道路等整備事業計画を延期、中止、縮減し、経費を減らすこと。 

4. 老朽化が著しい老人福祉センターの建て替え計画を早急に進めること。 

5. すいとぴあ江南の民間譲渡・廃止計画については、市民の声をしっかりと聞き、公開の検
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討組織で議論し、廃止ありきではなく他の選択肢も含め慎重に判断すること。 

6. 公共施設の再配置は、地域住民の合意と納得、協力のもとに進め、強引な統廃合は行わな

いこと。 

7. 市役所窓口業務の一括民間委託を行わないこと。          

8. 減らしすぎた正規職員を計画的に増やし、災害時等の場合でも市民の安全・安心のために

しっかりと働くことができる市役所をつくること。 

 

以  上                    


